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会員の皆様へ 

                                             飽戸 弘 
 

 

この度の「東日本大震災」で被災された方々

に，心からお見舞いを申し上げますとともに，

一刻も早い復興を祈念しています。困難な状

況のなかで，生活環境の回復に，そして研究

活動の再開へと，尽力しておられる会員の皆

様方に，心からなる敬意を表し，学会として

も，微力ながら，できる限りの応援・支援を

していきたいと考えています。 

もちろんわたしどもの学会として，直ちに，

直接，応援，支援できることは限られていま

す。しかし今後，学会として，どのようなこ

とが可能か，また必要か，早急に，理事会，

学会広報委員会，学会年次大会本部，関連諸

学会などと協力し，ご相談しながら，幾つか

の計画を検討しているところです。 

まずは，理事会・広報委員会との連携・協

力により，ホームページのリンクなどを活用

して，大震災関連の情報提供するための仕組

みを，検討しています。被災地の方々に尐し

でも役立つ情報を，すばやく収集・提供して

いきたいと考えています。 

年次大会でも，行動計量学が，震災・災害

などの時に，如何に役立つか，今後いかなる

研究が必要か，と言った「特別シンポジウム

の企画」の企画を検討しているところです。 

関連諸学会との連携では，本学会も参加し

ている横幹連合（横断型基幹科学技術研究団

体連合）は，去る4月 25日，「強靭な社会イ

ンフラの再構築にむけて科学技術は何をなす

べきか」という緊急シンポジウムを開き，今

回のような大災害に際して，直ちに役立つ研

究を行なっていくためにはどうしたらいいか，

と言った議論を深め，そのために，日頃から

細分化され，それぞれ独立して活動している

今日の科学技術，人文・社会科学が，いかに

して相互に連携しながら，総合的に問題に対

処していくことができるか，そのためのシス

テムの構築が急務であるとして，「理事会声

明」を出したところです。私どもの学会も，

こうした活動に参加・協力し，今後，災害時

に役立つ研究の開発・発展に，さらなる尽力

をしていきたいと考えています。 

身近なところでは,去る5月 16日に行われ

た2011年度第１回理事会で，被災地の方々の

2011年度の学会費，大会参加費を免除するこ

とが，決定されました。当該の方は学会 Web

で，または事務局で，詳細をご確認下さい。 

こうして，現状では，なかなか被災地の皆

さんに，直ちに役立つ情報や研究成果を提供

できるところまでは至っていませんが，今後

に備えて，学会としても，真剣に検討を続け

て行きたいと考えています。 

何かご提案・ご提言などありましたら，遠

慮なく学会事務局，または広報委員会宛，ご

一報いただきたく，お願いいたします。鋭意，

検討させていただく所存です。会員の皆さま

方のご協力・ご支援を，重ねてお願いいたし

ます。 

（あくと ひろし， 日本行動計量学会理事長） 
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日本行動計量学会第39回大会 

のご案内 

第39回大会実行委員長 

森 裕一(岡山理科大学総合情報学部)  

5 月 1日より，一般研究発表申込とチュートリ

アルセミナーを含む大会への参加申込を受け付

けております。以下，それぞれの期日や大会情報

をあらためてご案内申し上げます。どうぞ，ふる

ってご発表・ご参加ください。岡山へのお越しを

心よりお待ちしております。 

 

１．大会の基本情報 

 

・期 間：2011年 9月11日（日）～14日（水） 

11日は，チュートリアルセミナー（日

本テスト学会と共催） 

・場 所：岡山理科大学 

第25号館（創立40周年記念館） 

〒700-0005 岡山市北区理大町1-1 

（11 日のチュートリアルセミナーは

岡山大学教育学部） 

・ＵＲＬ：http://www.bsj2011.org/ 

申し込みや最新の情報はこちらから 

・連絡先：office@bsj2011.org 

  〒700-0005 岡山市北区理大町1-1 

 岡山理科大学 総合情報学部 

 森研究室内 

・大会の構成 

  11日(日) チュートリアルセミナー 

  12日(月) 特別セッション，一般セッション 

  13日(火) 特別講演，特別セッション，一般

セッション，総会，懇親会 

  14日(水) 特別セッション，一般セッション 

 

２．大会までのスケジュール 

 

［2011.5. 1日］ 一般研究発表申込開始 

 チュートリアル参加申込開始 

 大会参加事前申込開始 

［2011.6.17金］ 一般研究発表申込締切 

［2011.7.15金］ 抄録原稿提出締切 

［2011.7月 末］ プログラム冊子送付（予定） 

［2011.8.23火］ 大会参加事前申込締切 

 

３．チュートリアルセミナー 

 

 日本テスト学会第9回大会が9月10日，11日

に岡山大学教育学部で行われることに合わせ，両

学会の共催で下記のチュートリアルセミナーを

開催します。 

［テーマ1］9月11日（日）13:00～15:00 

 「シンボリックデータ解析」 

  水田正弘先生（北海道大学） 

  テキスト：当日配付 

［テーマ2］9月11日（日）15:20～18:30 

 「学力評価理論の新潮流」 

  植野真臣先生（電気通信大学） 

  荘島宏二郎先生(東京工業工大学) 

  テキスト：シリーズ〈行動計量の科学〉4「学

習評価の新潮流」 

(ISBN978-4-254-12824-6) 

テーマ 参加費 備  考 

1 3,500円 テキスト代込 

2 

7,000円 
テキスト「学習評価の

新潮流」が付きます。 

5,000円 

テキスト「学習評価の
新潮流」をお持ちの方
が対象です。当日，ご
持参ください。 

・ テーマ1とテーマ2の両方に参加される場合

は，合計金額から1,000円の割引となります。 

・ 場所は，岡山大学教育学部です。 

・ 本大会のWeb ページでは，大会参加とチュー

トリアル参加を同時に申し込めます。両大会

に参加され，かつチュートリアルにも参加さ

れる場合は，本大会のWeb ページで申し込ま

れることをお勧めします。 

 

４．特別セッションテーマ一覧 

 

現時点で予定されている特別セッションのテ

ーマです。 

・ 非対称データの解析 

・ アジア・太平洋価値観国際比較－文化多様

体解析 

・ 調査環境の現状と実践的対応方法 

・ マーケティング意思決定のための計量分

析 
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・ 大学院教育プログラムにおける評価と課

題 

・ 人間は進歩するが歴史は回転する 

・ 統計教育の今後の展望―新課程実施を踏

まえた大学入試への期待と課題― 

・ 郵送調査の効用と課題 

・ 複雑系データ解析 

・ 人間行動と物語 

・ テキストマイニングの現在 

・ リエゾン心身処方学の展開－行動計量学

の挑戦－ 

・ 調査員調査の現状と課題 

 

５．一般研究発表の申し込み 

 

 現在，受け付け中です。締切は6月17日（金）

です。抄録集の原稿は 7 月 15 日（金）までにご

提出ください。 

 質疑応答を含め 1 演題 20 分の口頭発表とし，

発表者（著者）のうち1人は学会員であることが

必要です。 

 詳細をWebページの［一般研究発表申込］で確

認の上，同ページからお申し込みください。 

 

６．参加費等 

 

(1) 参加費 

種別 正会員 学 生 賛助会員 非会員 

早期 5,000円 3,000円 5,000円 7,000円  

当日 6,000円 4,000円 6,000円 10,000円 

・参加費には抄録集1冊を含みます。  

・学生に準会員・非会員の区別はありません。  

・賛助会員は3名様まで無料です。事前に参加券

を3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です。4人目以降は，上記金額です。 

・上記にかかわらず，今回の東日本大震災で被災さ

れた方，避難を余儀なくされている方につきまし

ては，会員・非会員とも無料とさせていただきま

す。 

・抄録集は1冊3,000円で頒布します。 

・「早期」は，Web による参加申込と参加費振込

を8月23日(火)までに行われた方が対象です。 

 

 

 

(2) 懇親会費 

種別 懇親会費 

早期 4,000円 

当日 5,000円 

・9月13日（火），岡山市内が一望できる岡山理

科大学ラウンジ（11号館8階）を予定していま

す。 

・定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます。  

・「早期」は，8月23日(火)までです。 

 

７．宿泊・アクセスについて 

 

(1) 宿泊 

 ホテルは岡山駅周辺にたくさんあります。旅行

の斡旋等は行いませんが，必要でしたら，下記の

本学のトラベルセンターをご利用ください。 

 株式会社トラベル日本 

  Tel: 086-250-0310 

  Fax: 086-214-6180 

  メール: ous@travelnippon.co.jp 

 

(2) アクセス 
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2011 年度統計関連学会連合大会のお知らせ 
（第二報） 

 

運営委員会委員長  中村永友（札幌学院大学） 

実行委員会委員長  前園宜彦（九州大学） 

プログラム委員長  西井龍映（九州大学） 

 

このたびの震災で被害に遭われたすべての

方々に，心からお見舞い申し上げます．震災に対

して我々ができる貢献を考えるため，特別セッシ

ョン（地震，リスク予測，放射線影響評価等）の

開催を予定しています． 

さて 2011 年度統計関連学会連合大会について

進捗状況をご報告いたします．今大会も統計関連

学会連合に所属する全ての学会の共催により開

催する運びとなりました．本大会の第 1 日目（9

月4日）はチュートリアルセッションと市民講演

会を，今年100 周年を迎えた九州大学のご後援を

いただき，福岡市の繁華街・天神に位置するアク

ロス福岡で開催いたします．一般講演などは２日

目以降（9月 5～7日），九州大学の新しいキャン

パスである伊都キャンパスで開催します． 

この第二報では，チュートリアルセッション，

市民講演会，企画セッション，コンペセッション

などの概要などを項目ごとにご紹介いたします．

今後，連合大会のウェブページ 

http://www.jfssa.jp/taikai/ 

に関連情報や詳細情報を随時掲載していきます

ので，ご覧ください． 

 

１．大会日程，開催場所，各種受付期間 

本大会に関する日程などは次の通りです． 

開催日程： 2011 年9月4日（日）から7日（水）

までの4 日間 

9月4日：チュートリアルセッションと市民

講演会（アクロス福岡，福岡市中央区） 

9月5～7日：本大会（九州大学 伊都新キャ

ンパス１号館， 福岡市西区） 

共催： 応用統計学会，日本計算機統計学会，日

本計量生物学会，日本行動計量学会，日

本統計学会，日本分類学会 

懇親会： 9月 6日（火）18:00～（予定），九州

大学生協（伊都新キャンパス） 

講演申込： 

5月9日（月）9:00～6月 3日（金）17:00 

原稿提出：  

6月13日（月）9:00～7月 8日（金）17:00 

事前参加申込： 

 7月19日（火）9:00～8月19日（金）17:00 

 

２．講演の申込 

講演には次の種類があります． 

・一般講演 

・企画セッション講演 

・コンペティション講演 

 申込み方法は，すべての講演に共通の事項と種

類ごとに異なる事項がありますので，ご注意くだ

さい． 

(1)すべての講演に共通な事項 

 講演をご希望の方は，上記ウェブページからお

申込み下さい．これ以外の申込み方法はありませ

ん．ウェブページ上で，「一般講演」，「企画セッ

ション講演」，「コンペティション講演」のいずれ

かを選択して下さい．「企画セッション講演」は

オーガナイザーが一括して，それ以外は講演者が

申込んでください． 

(2)「一般講演」に関わる事項 

通常の講演は「一般講演」として講演者がお申

込み下さい．ウェブページ上の講演申込み手順に

したがって手続きをして下さい．プログラム編成

の際の参考にしますので，最大３個までのキーワ

ードを，重視する順に選択してださい．また，講

演者（連名講演者を含む）のうち，尐なくとも 1

名は共催 6 学会のいずかの会員であることが要

件です． 

(3)「企画セッション講演」に関わる事項 

 オーガナイザーによる一括申込みとします． 

(4)「コンペティション講演」に関わる事項 

 コンペティション講演は，研究内容とプレゼン

テーションの能力を競う企画で，今回で９回目を

迎えます．参加有資格者は 

 (a) 講演時に学部学生や修士学生である方（社

会人学生を含む．年齢は問わず），あるいは 

 (b) 2011 年４月１日時点で満30 歳未満の若手

研究者です．連名講演の場合，コンペティション

対象者は実際に口頭発表する方で，講演の申し込

み時点で共催６学会のいずれかの会員である必

要があります．ただし，申し込みと同時に入会手

続きをされてもかまいません．事前審査は行いま

せん．審査は，当日の口頭発表に対しての数名の

審査員と参加者の一般審査との総合評価で行い
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ます．なお，コンペセッションは９月５日と６日

に実施し，表彰式を９月６日の懇親会の中で行い

ます．懇親会参加費は連合大会事務局で負担しま

すので，コンペティション対象者は必ず懇親会に

出席してください．詳細は連合大会のウェブペー

ジに掲載される「コンペティション講演のご案

内」をご覧下さい． 

 

３．講演報告集用原稿の提出 

 報告集用の原稿はＡ４サイズで 1 ページです．

インターネット経由で電子ファイル（PDF 形式）

を提出していただきます．原稿提出期間は「１．

大会日程，開催場所，各種受付期間」を参照して

いただき，厳守してください．ご希望の方は，報

告集用原稿とは別にウェブページに掲載する詳

細論文を受け付けます．原稿作成の条件は，Ａ４

サイズ，10 ページ以下，PDF 形式，ファイルサ

イズ1MB 以内，フォント埋め込み，といたします．

ファイルをメールによりプログラム委員会宛

submission2011@jfssa.jp にお送り下さい．報告

集用原稿および詳細論文の執筆要領につきまし

ては，連合大会ウェブページをご覧下さい． 

 「企画セッション講演」の報告集用原稿はオー

ガナイザーが集約してご提出下さい．従いまして，

企画セッション講演者は，最終的な原稿提出が締

切りに間に合いますようにオーガナイザーに原

稿をお送り下さい． 

 講演報告集は大会当日に参加登録と共にお渡

しします． 

【注意】報告集は，本大会ウェブページにて期間

限定で公開予定です．公開を希望しない場合には，

報告集用原稿の提出時に，その旨をご指示くださ

い． 

 

４．企画セッションのご案内 

 学会や個人から申請のあった 14 件の企画セッ

ションが予定されております．テーマ(仮題)とオ

ーガナイザーの氏名，所属は以下の通りです．テ

ーマのねらいや講演者・講演タイトル等につきま

しては連合大会のウェブページをご覧下さい．ま

た新しい試みである「(14)統計学初級中級講座」

のセッションが開かれます． 

 なお，企画セッションの運営はオーガナイザー

に一任しておりますので，企画セッションについ

てのご質問がございましたら，直接オーガナイザ

ーにお問い合わせ下さい．企画セッションの日程

はプログラム作成時に決定いたします． 

 

企画セッション名とオーガナイザー（敬称略） 

(1) 日本統計学会会長講演：岩崎 学（成蹊大） 

(2) 日本統計学会各賞受賞者講演：岩崎 学（成

蹊大） 

(3) 日本計量生物学会シンポジウム「非务性試験

における統計学的課題」：高橋 邦彦（国立保健

医療科学院)，服部 聡（久留米大） 

(4) 日本計量生物学会奨励賞受賞者講演：手良向 

聡（京都大） 

(5) 日本分類学会 医学データの分類と判別：栗

原 考次 (岡山大) 

(6) 応用統計学会 学会賞受賞者講演：黒木 学

（大阪大），永田 靖（早稲田大） 

(7) 応用統計学会 環境・生態データのモデル化

と解析：清水 邦夫（慶應義塾大） 

(8) 応用統計学会・日本リモートセンシング学会

共同企画セッション(タイトル TBA)：清水 邦

夫（慶應義塾大），福田 徹（宇宙航空研究開発

機構） 

(9) Model Selection and Model Averaging～最

近の展開：西山 慶彦（京都大） 

(10) 統計教育の充実とその評価に対する取り組

み： 藤井 良宜（宮崎大） 

(11) 欠測データ解析とその周辺：狩野 裕（大阪

大） 

(12) マルチオミックスデータ解析によるトラン

スレーショナルメディシンの統計的諸問題：井

元 清哉（東京大），山口 類（東京大），樋口 知

之（統数研） 

(13) 計算代数統計学の展開：原 尚幸（新潟大），

竹村 彰通（東京大） 

(14) 統計学初級中級講座「統計的因果推論入

門」： 岩崎 学（成蹊大） 

 

５．チュートリアルセッションのご案内 

下記の２つのテーマでチュートリアルセッシ

ョンを開催いたします．２つの会場で並行して開

催しますので，どちらかをお選びください．参加

費については「７.参加申込と大会参加費」をご

覧下さい． 

日時：2011 年9月4日(日)13:00～16:00（12:30 

より受付開始予定） 

場所：アクロス福岡（福岡市 天神） 

テーマＡ：「ゲノム情報に基づく個別化医療へ：
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マルチオミックスデータと統計解析」 

講 演 者：井元 清哉 先生（東京大） 

開催趣旨：近年の生命科学におけるデータ計測

技術の進歩はめざましいものがあります．こ

の膨大な細胞内の生体内分子を計測したマ

ルチオミックスデータをゲノム情報に基づ

く個別化医療へと繋げるための統計科学的

データ解析法について解説をお願いしまし

た． 

テーマＢ：「時空間統計学の理論と経済・脳信号

データ分析への応用」 

講 演 者：松田 安昌 先生（東北大），吉田 あ

つし 先生（筑波大），三分一 史和 先生（統

数研） 

開催趣旨：社会・自然科学の様々な分野におい

て時空間データを分析する方法の開発が強

く望まれています．ここでは時空間データ分

析の基本的な考え方を紹介し，空間計量経

済・脳信号データ分析の実際をとりあげてい

ただきます． 

 

６．市民講演会のご案内 

下記の２つのテーマで市民講演会を開催いたし

ます．参加費は無料です． 

 

テーマ１：「若紫やさぶらう―いま『源氏物語』

をコンピュータで読む」 

講 演 者：村上 征勝 先生（同志社大） 

時 間：16:30～17:15 

概 要：「若紫さんは控えておられますか」，『紫

式部日記』の寛弘５(1008）年11 月1 日の記

述には，紫式部が『源氏物語』の登場人物の若

紫（のちの紫の上）に見立てられ，藤原公任か

らこのように話しかけられたとある．紫式部に

よって『源氏物語』が書かれてから1000 年を

経た今日においても，『源氏物語』54 巻がどの

ような順番で書かれたのか，54 巻の中には紫

式部以外の人によって書かれた巻があるので

はないかなど，日本古典文学の最高峰とされる

物語にもいまだ不透明な部分は多い． 

 このような問題に対し，コンピュータを用い

文章を数量的に分析することで解明しようと

する研究が試みられている．講演では，これま

での国文学の分野における研究とはまったく

異なる．数量的観点から『源氏物語』を読む研

究を紹介する． 

 

テーマ２：「新学習指導要領で目指すもの－統計

の内容を中心に－」 

講 演 者：長尾 篤志 先生（国立教育政策研） 

時 間：17:15～18:00 

概 要：平成２１年３月に告示された高等学校学

習指導要領数学科では，数学的活動が一層重

視され，数学Iと数学Ａに課題学習が設けら

れるとともに，数学Iに統計の内容「データ

の分析」が導入されました．今回，このよう

な教育課程の改善を通して何を目指そうと

しているのか，「データの分析」ではどのよ

うな指導を行いどのような能力を生徒に育

てるべきなのかなどについて，お話しいたし

ます． 

 

７.参加申込と大会参加費 

 当日受付の混雑を緩和するため，ウェブページ

から事前申込みを行います．受付期間については

「１．大会日程，開催場所，各種受付期間」を参

照してください．事前申し込みの場合，参加費が

大幅に割引になりますのでぜひご利用ください． 

 

大会参加費（報告集代を含む） 

            事前申し込み 当日受付 

会員(共催6 学会の会員)   6,000 円  8,000 円 

学生（会員・非会員を問わず）  2,000 円  6,000 円 

学生以外の非会員 12,000 円 5,000 円 

 

チュートリアルセッション参加費・資料代 

            事前申し込み 当日受付 

会員(共催6 学会の会員，資料代含む）  

  2,000 円  3,000 円 

学生（会員・非会員を問わず：資料代含む） 

 1,000 円  3,000 円 

学生以外の非会員：参加費  2,000 円  3,000 円 

    〃    ：資料代  2,500 円  3,000 円 

 

懇親会参加費                     事前申し込み 当日受付 

一般（会員・非会員を問わず） 4,500 円 5,000 円 

学生（会員・非会員を問わず） 2,000 円 3,000 円 

 

【注意】 

１．これまでの大会と同様に，事前申し込みのキャ

ンセルと変更は認めません．大会に参加されなか

った場合，報告集などの資料を後日送付いたしま

す． 
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２．市民講演会は無料です． 

３．共催６学会の会員以外の方が，企画セッション

や特別セッションでオーガナイザーから依頼さ

れて講演される場合は，大会参加費が無料です． 

 

８．宿泊・アクセス案内等 

今大会では宿泊の斡旋はいたしません．なお，九

州大学伊都新キャンパスの周辺には宿泊施設はござ

いません．また大学への接続駅であるＪＲ筑肥線・

九大学研都市駅の周辺にも大きなホテルはございま

せん．福岡市中心部の天神や博多駅周辺のホテルを

利用されることをお勧めいたします．天神と学研都

市駅の間にある百道の周辺にはリゾートホテルがご

ざいます．いずれにしても地下鉄の駅に近いホテル

をご利用いただくと，利便性がよろしいと思います． 

チュートリアルセッションと市民講演会が開催さ

れるアクロス福岡は天神にあり，ＪＲ博多駅や福岡

空港からのアクセスは非常に便利です．しかし，本

大会の開催される伊都新キャンパスまでは，地下鉄

からＪＲを乗り継いで，ＪＲ博多駅から約 50 分，

福岡空港から約 60 分かかります．なお地下鉄はＪ

Ｒ線と相互乗り入れをしていますので，電車の行き

先は西唐津，筑前前原，および筑前深江をご利用く

ださい． 

姪浜駅行きの地下鉄に乗りますと，姪浜駅でホー

ムを移動しなければなりません．また姪浜駅を始発

とするＪＲ電車はございません． 

ＪＲ九大学研都市駅から会場のある九大工学部行

きバスへの接続はスムーズ（昭和バス，乗車時間約

15 分）ですが，時間に余裕を持ってお越しください．

なお，ＪＲ九大学研都市駅から会場までのシャトル

バスを検討しております． 

 なお，天神や博多駅からは伊都新キャンパスへの

直行バス（西鉄バス）が運行されていて，乗り場等

の詳しい情報も下記の新伊都キャンパスへのアクセ

ス情報からご覧いただけます． 

http://suisin.jimu.kyushu-u.ac.jp/info/ 

 福岡市，および近郊の情報は下記のホームページ

をご参照ください． 

 福岡観光コンベンションビューロー 

http://www.welcome-fukuoka.or.jp/ 

福岡・博多の観光案内サイトよかなび  

http://www.yokanavi.com/ 

九州国立博物館（太宰府市）  

http://www.kyuhaku.jp/ 

 

運営委員会より 

 

2010 年度研究部会活動報告 

 

○調査方法に関する研究部会 

森本栄一（㈱ビデオリサーチ） 

 

当研究会では，近年の社会状況の変化に伴い調

査環境が悪化する中，社会調査実施上のさまざま

な諸課題と回収率減尐の問題を中心に議論を進

めている。研究会のメンバーは，調査の実務に携

わっている人と大学の研究者などで構成されて

おり，調査現場におけるさまざまな課題と，学会

等における調査研究の議論を中心にこれを整理

し，今後の改善点と回収率向上に向けての示唆を

求めて，研究を行っている。 

22 年度は，実務に携わっている現場の若手の

実務者を中心にメンバーを拡大し，調査実施上の

各社の諸状況や現在抱えている諸課題について

検討した。特に調査員管理や実査時の問題点（調

査員の高齢化や単身世帯の増加と就業時間の変

化に伴う在宅時間の深夜化，また都市部における

住宅形態の変化 （マンションでのオートロック

機能の普及）により，調査相手そのものに会えな

くなってきていることや，それに対して，各社で

は回収率向上のためのさまざまな工夫を凝らし

て，調査を実施していることなど，幅広く報告し

て頂き，議論を進めてきた。また国内の調査実施

の諸状況のみならず，限りある範囲であるが，海

外の状況についてもヒヤリングをすることがで

きた。具体的には，ミシガン大学での調査員研修

など，実際に研修を受けたリサーチャーからヒヤ

リングすることが出来，調査員の構成や調査内容

そのものの違い，また対象相手との関わり方など，

日本との調査の役割や考え方の違いを知ること

ができた。それのみならず，合わせて，過去の調

査実施上の研究文献の収集と整理も進めてきた。 

23 年度は，引き続き，幅広く情報収集と議論

を深め，調査実施上の諸課題や回収率向上のため

の知見を整理すると共に，またこれまでのヒヤリ

ングの結果を踏まえて，調査回答者の特性（調査

に協力してくれる人，協力を得られない人の特

性）などについても，検討内容の範囲を広げ，今
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後の調査実施上の具体的な改善点として提案す

ることを目的として進めて行きたい。 

 

○態度と複雑系データ解析研究会 

水嶌友昭 

（株式会社インターネット総合研究所） 

 

複雑系データ解析に関する研究はネットワー

ク，土木，生物，津波，土木等の様々な分野で行

われている。これらの解析では状態のモデル化だ

けではなく，時系列変化を含めたモデル化と推定

が行われている。これらの研究は近年のコンピュ

ータの発達と計測技術の向上によって大きく発

達し，その応用範囲は広がっている。 

これらの複雑系データ解析で問題としてあげ

られるものは，人間の態度が含まれる解析である。

複雑系データ解析では数理科学的に分析が行わ

れているが，人間の態度に関する要因はあり検討

されておらず，単純に未知の変数として扱う傾向

が強い。しかし，人間の態度に関する要因を単純

に未知の変数として扱うと実際の観測データと

の乖離を引き起こすということが問題になって

おり，人間の態度に関わる要因の検討課題として

上げられている。 

本研究会では人間の態度を複雑系データ解析

に組み込むための可能性に統計的数理モデルや

ネットワークモデルについての検討を行った。 

複雑系データ解析のネットワーク分析と社会

科学のネットワーク分析の違いは要素間の関係

性を詳細に検討することよりも，大規模性を視野

に入れ，ネットワーク全体を統計的な視点（マク

ロ的視点）や数理的な構造モデルからとらえると

ころにある。しかし，従来の社会科学的な手法を

用いた分析でもマクロ的に成立するが，ミクロで

は成立しない分析も多い。このマクロ的な分析は

定常的な分析には有用であるが，変化のある複雑

系データ解析ではミクロ的な部分が影響を与え

る場合が考えられる。例えば，尐数であったとし

ても周りに影響を与える存在（ハブ）であれば周

囲のネットワークに影響を及ぼす可能性がある。

この尐数の社会的影響が複雑系データ解析に乖

離を引き起こす原因になっていると考えた。 

今後の課題としては，基礎的な現象とそれを説

明する機構が存在するという仮定は，現象を解明

するために一般的に用いられている方法である

が，複雑系データ解析と態度の間に説明する機構

（複雑系データ解析と行動分析のマッチング）の

検討が課題となる。 

 

○岡山地域部会 

山田剛史（岡山大学） 

 

 本部会は，岡山県およびその近隣地域の行動計

量学に関する研究と研究者間の人的交流を積極

的に行うべく，2002 年度から 2009 年度にかけ

て，日本行動計量学会から活動経費の助成を受け

た行動計量学 岡山地域部会の継続である。第 3

期の初年度であり，全体としては9年目である本

年度も，次に報告するように計4回の研究会（第

35回～第38回）を開催した。研究会はすべて岡

山統計研究会との共催とし，第 35,36,37 回研究

会は岡山理科大学地域分析研究会との共催とし

た。 

第35回（2010年10月9日（土），「文系学生

に対する心理統計教育（社会心理学者による教育

実践）」）は，私がコーディネートをし，統計教育

をテーマとする研究会を開催した。村井潤一郎先

生（文京学院大学）と三浦麻子先生（関西学院大

学）を招き，テーマに関する講演をいただき議論

を行った。 

第36回（2010年12月21日（火），「空間能力

測定テスト PSVT の紹介」）は，私がコーディネ

ートをし，前田有希子先生（Purdue University）

を招き，テーマに関する講演をいただき議論を行

った。 

第37回（2011年3月5日（土），「データの分

析手法とその応用」）では，若手を育てることを

目的に，院生を中心とした学生セッションを設け，

学生7名の発表に対して，優秀賞1名とプレゼン

賞 1 名を表彰した。また，全体レクチャーでは，

足立浩平先生（大阪大学）にご講演をお願いした。 

最後の第38回（2011年3月6日（日），「統計

手法と統計計算の新展開」）は，黒田正博先生（岡

山理科大学）にコーディネートしていただき，榊

原道夫先生（岡山理科大学）と足立浩平先生（大

阪大学）を招き，講演をいただいた。 

岡山地域部会のWebページは， 

http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ で，研

究会の予定などを公開している。 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 129 号                                 2011 年 6 月 1 日 

9 

 

 

2010年度日本行動計量学会総会議事録 

 

日時：2010年9月24日15時15分～16時15分 

場所：埼玉大学教養教育棟301教室 

 

１．開会の辞 

菊地事務局長より，開会の挨拶があった。 

２．大会開催校代表挨拶 

埼玉大学の上井学長より，ご挨拶をいただいた。 

３．学会挨拶 

飽戸理事長より，挨拶があった。 

４．議長選出 

埼玉大学の高木英至先生が，選出された。 

５．報告及び議事 

（１）平成21年度事業報告及び決算報告 

菊地事務局長より平成21年度事業報告及び決算

報告が行われ，決算について渡部監事より監査を

行い問題がなかったことが報告された後，承認さ

れた。 

（２）平成22年度事業計画及び予算案 

菊地事務局長より，平成22年度事業計画及び予

算案の説明があり，承認された。 

（３）会則改正 

飽戸理事長より，学会の所在地に関する会則改

正の提案があり，承認された。 

（現会則）本会の運営のために事務局を設ける。

事務局の所在地は別に細則により定める。 

（改正）学会の所在地は日本国内とする。本会

の運営のために事務局を設ける。事務局の所

在地は別に細則により定める。 

また，出席者より，学会名の英語表記について

の確認があり，組織検討委員会にて検討すること

となった。 

（４）名誉会員推薦 

山岡名誉会員担当理事より，名誉会員として杉

山明子先生が推薦され，承認された。 

６．学会賞授与 

岩坪学会賞選考委員長より，功績賞を村上隆会

員，優秀賞を土屋隆裕会員，奨励賞を尾崎幸謙会

員に授与する発表があり，三氏に賞状と副賞が授

与された。 

７．次期大会開催校代表挨拶 

森大会実行委員長より，第 39 回大会は，2011

年 9 月 11 日～14 日，岡山理科大学で開催される

予定であると，報告があった。 

８．大会実行委員会 

松本大会実行委員長より，挨拶があった。 

９．閉会の辞 

菊地事務局長より，閉会の挨拶があった。 

 

理事会議事録 

 
日本行動計量学会2010年度第3回理事会議事録 

 

日時：2010年9月23日（木）17：30～19：30 

場所：埼玉大学経済学部A棟第1会議室 

議事進行：飽戸弘理事長 

出席者：飽戸弘，足立浩平，今泉忠，植野真臣，

江島伸興，大津起夫，大森拓哉（書記），岡太

彬訓，菊地賢一，竹村和久，千野直仁，鄭躍軍，

林文，前田忠彦，松本渉，村上征勝，森裕一，

森本栄一，柳井晴夫，山岡和枝，山口和範，吉

野諒三，渡辺美智子 

陪席者 松本正生（第38回大会実行委員会委員

長） 

 

資料 

1. 2010年度第1回理事会議事録案 

2. 日本行動計量学会第39回大会概要  

3. 総会議事次第案 

4. 平成21年度事業報告案 

5. 平成22年度事業計画案 

6. 和文誌編集委員会からの報告 

7. 横幹連について 

8. 会則改正・新規学会賞について 

9. 平成22年度予算（案） 

10. 学協会情報発信サービスにおける一部サー

ビスの停止について 

 

議事 

1. 2010年度第1理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1に基づき，2010年度

第1回理事会議事録案が示され，承認された。 

 

2. 第38回大会 

松本第38回大会実行委員長より，チュートリ

アルは40名程度の参加があり，当日大会参加申

し込み者も170名程度あった旨報告された。 
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3. 第39回大会 

森第39回大会実行委員長より，資料2に基づ

き，現時点での概要が示された。チュートリアル

を日本テスト学会で共催する案が出され，承認さ

れた。実行委員会は地域部会のメンバーにも参加

してもらうことも併せて報告された。 

 

4. 学会賞受賞者について 

今泉担当理事より，3名の受賞者の承諾を得た

ことが報告された。 

 

5. 会則改正，新規学会賞について 

村上組織検討委員長より，資料8に基づき，会

則改正案，新規学会賞案が示された。会則改正案

については，学会の所属自体も日本国内であるこ

とを明示すべき，との指摘があり，修正の上，総

会で承認を受けることとなった。新規学会賞案は，

提案の通り，承認された。 

 

6. 総会関連 

菊地事務局長より，資料3，9に基づき，総会

議事次第案について報告があった。 

 

7. 各委員会報告 

・編集委員会 

岡太委員長より，委員会を本日開催したこと，

著作権移譲の作業のため，郵送費・人件費等の予

算の増加が必要であること，論文投稿用テンプレ

ートを準備中であることが報告された。 

竹村和文誌編集委員長より，資料6に基づき，

2009年度は19件，2010年は7件の投稿があった

こと，特集号企画，書評対象書籍の推薦，和文誌

投稿用テンプレートについて，の報告があった。 

足立欧文誌編集委員長より，Behaviormetrika 

37巻2号(2010年9月末発刊)を編集中であるこ

と，Behaviormetrikaへの投稿論文の2010年9

月22日現在の状況は投稿受付論文11編中改稿中

9編，査読中1編，採択1編であること，

Behaviormetrika 38巻2号以降の号で特集が組ま

れる可能性があることが報告された。 

・運営委員会 

植野委員長より，大会チュートリアルセミナー

が行われたこと，春の合宿セミナーを計画中であ

ることが報告された。 

・広報委員会 

森委員長より，Web，メーリングリスト等通常

通りの運営であること，学会のWebページが国立

情報学研究所のサーバのサービスの中止に伴い

移転予定であることが報告された。移転先として

統計学連合学会のサーバ，あるいは独自にドメイ

ンを取得するか等が提案され，独自ドメイン取得

の際には，理事会でメールにより協議することと

なった。 

・刊行物委員会 

柳井委員長より，「行動計量の科学」について

の発刊予定などが報告された。また，森第39回

大会実行委員長より，大会チュートリアルセミナ

ーはこのシリーズの著者に打診する予定である

ことも報告された。 

・事務局 

菊地事務局長より，入会希望者，シニア会員候

補者が示され，承認された。また，退会者の報告

があった。 

 

8．その他 
・社会調査協会 

飽戸理事長より、11 月 14 日に総会・理事会があ

ることが報告された。 

・統計関連学会連合について 

菊地理事より、行動計量学会より、統計関連連合

大会の運営委員に岡田謙介氏、松本渉氏、プログラ

ム委員として菊地賢一氏、星野崇宏氏を推薦するこ

とが報告された。 

・横幹連について 

飽戸理事長より、資料7に基づき、9月5日に会

長懇談会があり、大規模プロジェクトに関しての連

絡があった旨報告された。会員から参加者を募るこ

ととし、メーリングリストなどを通して周知するこ

ととなった。 

・次回理事会は平成22年11月29日（月）18時よ

り大学入試センターにて開催予定。 

 

日本行動計量学会2010年度第4回理事会議事録 

 

日時：2010年11月29日（月）18：15～19：30 

場所：大学入試センター3階視聴覚室 

議事進行：飽戸弘理事長 

出席者：飽戸弘，今泉忠，岩崎学，大津起夫，岡

太彬訓，菊地賢一，椎名久美子（書記），竹

村和久，鄭躍軍，松本渉，村上征勝，森裕一，

山岡和枝 
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資料 

1. 2010年度第2回理事会議事録案 

2. 第38回大会収支決算報告書 

3. 学会賞について（申し合わせ） 

4. 欧文誌編集委員会から報告 

5. 運営委員会からの報告 

6. 横幹連資料 

7. 和文誌編集委員会報告 

8. 横幹連合報告 

9. 第39回大会について 

 

議事 

1. 2010年度第2回理事会議事録確認および承認 

菊地事務局長より，資料1に基づき，第2回理

事会議事録案が示され，承認された。 

 

2. 第38回大会について 

菊地事務局長（実行委員長代理）より，資料2

に基づき，決算報告があった。赤字にはなってお

らず，15万円は埼玉大学基金に寄付した。シンポ

ジウムを除いた大会自体への参加者数は347名で

あった。 

 

3. 第39回大会について 

森実行委員長より，資料9に基づき準備状況に

ついて報告があった。チュートリアル2件の内容

がほぼ確定したこと，チュートリアルの実施会場

は，テスト学会大会の参加者の便宜を考慮して岡

山大学としたことが報告された。また，実施まで

のスケジュール案について確認した。一般発表申

込締切は6月17日を予定している。12月中旪に

大会のWebをオープンする予定である。 

 

4. 学会賞について 

村上征勝組織検討委員長より，資料3にもとづ

き，「出版賞」の新設に伴って「学会賞について

（申し合わせ）」の変更案について説明があった。

賞の対象となる業績を出版物とすること，出版賞

の名称を「日本行動計量学会“出版賞”」（正式

名称は，“杉山明子賞（出版賞）”）とすること，

などの変更点を確認の上，承認された。 

学会賞選考のスケジュールに余裕を持たせる

ために，学会賞の選考委員長および選考委員の選

考方法について，再検討する必要があることが指

摘された。今後に向けて，組織検討委員会と学会

賞選考担当理事で検討することになった。 

5. 各委員会報告 

・編集委員会 

岡太委員長より，欧文誌について，資料4に基

づき，現在10編の論文を保有していること，38

巻1号は4編または5編の論文によって編成され

る見込みであること，平成23年度の科研費に応

募したことが報告された。 

竹村欧文誌編集委員長より，和文誌について，

資料7に基づき報告があった。2010年度の投稿論

文の審査状況，37巻2号がもうすぐ届く予定であ

ること，38巻1号は5編で編成される予定である

ことが報告された。9月の合同編集委員会での決

定に基づき，Wordによる投稿テンプレートを学会

Webに掲載したことが報告された。また，9月の

合同編集委員会において，行動計量学シリーズ4

冊について書評依頼の提案があり，書評執筆者を

探していることが報告された。既刊論文の電子化

に伴う著作権委譲手続きとして，不明者の照会を

行っていることが報告された。 

・運営委員会 

菊地事務局長（運営委員長代理）より，資料5

に基づき，春の合宿セミナーの開催準備状況につ

いて報告があった。テスト学会が協賛する可能性

がある。  

・広報委員会 

森委員長より，”bsj.gr.jp”ドメインが取得

できたことが報告された。Webページは2012年3

月までに移行する必要がある。12月に連合のサー

バを借用する仕組みが出来上がる予定であり，ど

こに移行するか，今後検討していく。  

・事務局 

菊地事務局長より，入会および会員種別の変更

の報告があり，承認された。 

 

6. その他 

・社会調査協会について 

飽戸理事長より，11月14日に開催された理事

会・総会について報告があった。次回の役員改選

は平成24年5月であることや，本学会からも会

員に入っていただきたいとの要望が出ているこ

となど，報告された。 

社会調査士の資格を持っていない大学院生を

対象に，社会調査協会がセミナーを実施している

ことが紹介された。試験に合格すると，専門社会

調査士の資格が得られるので，大学院生にぜひ告

知して欲しい。 
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・統計関連学会連合について 

岩崎理事より，11月27日の理事会での議題に

ついて報告があった。早稲田大学で開催した連合

大会の報告と会計報告が行われたこと，来年度大

会（9月4日～7日，九州大学）の開催準備状況

について報告があったこと，運営委員会委員長の

人選に苦慮していること，などが報告された。 

・横幹連について 

飽戸理事長より，資料6に基づき，学会連携型

プロジェクトに4名の応募があったことが報告さ

れた。今泉理事より，資料8に基づき，今後の予

定についての補足があった。 

今泉理事より，資料8に基づき，技術フォーラ

ムの開催についてWebで告知中であること，役員

候補の推薦依頼が届いていることが報告された。

役員候補の依頼については，検討の結果，該当者

なしと回答することにした。 

・学術会議について 

飽戸理事長より，役員候補の推薦依頼が届いて

いることが報告された。役員候補の依頼について

は，検討の結果，該当者なしと回答することにし

た。 

・次回理事会は平成23年2月28日（月）18時よ

り大学入試センターにて開催予定 

 

学会刊行物のお知らせ 
昨年から，日本行動計量学会では，シリーズ「行

動計量の科学」（全10巻）を刊行しております。以

下の三冊について，近刊の予定がありますのでお知

らせいたします。 

・柳井晴夫編『行動計量学への招待』（飽戸弘・松原

望・池田央・高倉節子・宮原英夫・丸山久美子・

猪口孝・木下冨雄分担執筆）（シリーズ〈行動計量

の科学〉１）朝倉書店． 

・村木英治『項目反応理論』（シリーズ〈行動計量の

科学〉８）朝倉書店． 

・足立浩平・村上 隆『非計量多変量データ解析－主

成分分析の非計量化と多重対応分析－』（シリーズ

〈行動計量の科学〉９）朝倉書店． 

 

関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
☆第52回数理社会学会大会 

開催日：2011年9月6日(火)・7日(水) 

開催場所：慶應大学日吉キャンパス 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/index.html 

☆日本テスト学会第9回大会 

開催日：2011年9月10日（土）～11日（日） 

開催場所：岡山大学津島キャンパス教育学部，株

式会社ベネッセコーポレーション本社ビル 

http://ed-www.ed.okayama-u.ac.jp/~jart2011/ 

 

☆第84回日本社会学会大会 

開催日：2011年9月17日(土)・18日(日) 

開催場所：関西大学千里山キャンパス 

http://www.gakkai.ne.jp/jss/meeting/ 

 

☆マーケティング・サイエンス学会第 89 回研究

大会 

開催日：2011年6月18日(土)・19日(日) 

開催場所：関西学院大学 上ヶ原キャンパス 

http://www.jims.gr.jp/conf.php 

 

会員の著書等 

杉山明子編著・朝倉真粧美・氏家豊・小野寺典子・

河野啓・森本栄一著『社会調査の基本』朝倉

書店，2011年3月． 

林知己夫『調査の科学』（解説：吉野諒三）筑摩

書房，2011年5月． 

※1984 年刊行の「調査の科学」（講談社ブルー

バックス）の再版 

稲葉陽二・大守隆・近藤克則・宮田加久子・矢野

聡・吉野諒三(編)『ソーシャル・キャピタル

のフロンティア―その到達点と可能性―』ミ

ネルヴァ書房，2011年3月． 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ

論文として投稿してください。お待ちしておりま

す。 

 

和文誌「行動計量学」 

〒162-8644 東京都新宿区戸山1-24-1 

早稲田大学文学部心理学教室 竹村和久 

E-mail: koudoukeiryougaku@gmail.com 

 

欧文誌:｢Behaviormetrika｣ 

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1--2 

大阪大学人間科学研究科 足立浩平 

E-mail: adachi@hus.osaka-u.ac.jp 
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ご連絡 
 

日本行動計量学会会員数 (2011年5月13日現在) 

正会員：      911名（海外9含む） 

準会員：       66名 

名誉会員：      8名 

賛助会員：      21社 

寄贈会員：       9名 

シニア会員：     18名 

計1,033名 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しく

は，下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係(担当：岸) 

bsj-post@bunken.co.jp 

TEL:03-5389-6209  FAX:03-3368-2822 
 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html  

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除に

ついて 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信していま

す。こちらへメールアドレスを新規登録，変更，

削除（メールニュースの配信停止）される場合は，

ご自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・

サービスの詳細」のページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

ってください。なお，会員であることを確認する

ために会員番号が必要ですので，学会からの送付

物の宛名シールなどを用意してください。 

 よろしくお願いします。 
 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報，

会員向けメーリングリストの2つのページが会員

専用となっています。これらのページにアクセス

する際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります。 

ユーザー名：bsj   

パスワード：1973 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われる，シンポジウム，セ

ミナーなどの情報を含め，会員の皆様から原稿を

募集しております。下記の送付先までお送り下さ

い。なお，編集の都合上，発行月(3,6,9,12)の前々

月の末日まで(次号130号の場合には7月末日)に

お寄せいただければ，直近号に掲載することが可

能です。それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒569-1095 大阪府高槻市霊仙寺町2－1－1 

関西大学総合情報学部 松本 渉 

 matsumoto@res.kutc.kansai-u.ac.jp 

TEL & FAX : 072-690-2422 

 

編集後記 

今号から編集担当が変わりました。引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

担当を引き継ぐにあたり，他の学会の会報もい

くつか改めて手に取ってみました。意外にも，20

ページを超える長いものが多いことに気づきま

した。中には，48ページというものもありました。

外国人研究者来日案内，修士論文・博士論文紹介，

国際学会報告など，掲載記事も色々です。本学会

の古い会報も見直してみると，会員便りと称して，

近況報告，修士論文・博士論文の紹介などを掲載

していた時期もあったようです。 

会報は，長ければよいというものではないでしょ

うが，情報提供のツールとして，内容をもう尐し充

実させた方がよいように思われました。特に最近で

は，速報性があるメーリングリスト（ML）が活用

されていますので，MLにはない会報の役割という

ものがさらに問われることでしょう。MLには載せ

られない図や表，写真画像なども活用すべきなの

かもしれないと思案しております。 

（まつもとわたる 松本渉） 
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